
はじめに

!日牒所城遺構である重要文化財膳所神社表門(大津

市朕所 1丁目)は近年瓦のずれ落ち、車r!J部の腐朽折損

等が著しく進み、これ以 t放置できない状態となった

ため、昭和57年 5月より翌年 2月までの10か月の工期

会文化財保護課によって解体修理工事が

行なわれた。本稿はその工期中の諸発見及び考察の報

告である。

膳所城について

膳所城は徳川家康が慶長 5年の関ヶ原のi践で勝手IJを

得た後、大阪方への包囲網として天下に命じて築造し

たいわゆる天下普譜の最初と言われ、慶長 6年(1601)

藤~:高虎の縄張による琵琶湖上 lこ半島状に突き :1\ た水

域である(家忠日記)。建物は!日制?城築城と問u寺に廃城

になった大津城の物を移したと今日まで、志〈信じら

れているが、後述の通 1)、今回の解体修理中それらを

実証する古村が発見された。

膳所城の初代の城主は、当

なった大津城主戸田左門一酉が 3万石で入城したが、

と同じ様に多数の大名が入れ代わ

る。本多氏、菅沼氏、石川氏と移 1)、鹿安 4年再び本

多俊次が1'=)J・勢亀山城より移封されてからは本多家が代

々世裂する様じなった。膳所蒋の封地は主に架太君1)• 

滋賀郡で 7万五を領したが延宝 7年(

際、弟の忠恒に 1万を分封したため、以後 6万石とな

った。

!日号所城の規模は平田好著の膳所藩懐!日坐談によれば

本丸、二ノ丸などの内郭が 9，606坪、外郭18，900坪、

その他総計28，623J平であったという。

膳所神社について

同社のj位協は天刊朝の大津京選都の際、今日のJJ善所

一一帝が荏Il}百所に定められ天武i;Ui11寺代に大和国より御食

津村iを勧請し祭ったと伝えられているが、それらを証

するものは何もない。同社の実像が会11られるのは膳所

城築城の時からで、当時中LH淀川々が+1にあった小柄(大
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膳所神社位置図 I : 25000 

り現在の位置に移されたのである。以来、歴代の城主

の信仰厚〈社殿の造営、修理が行なわれたことが古記

録で知られる。

現在は表門の他 2t~!の城門が移築されていて、間四

の城下町ーの風情を残す町並みと共に京・重な存在になっ

ている。

設門の構造影式

表門の形式は域内としては高関門と共に一般的な薬

医門(脇戸付)で、屋根は本瓦葺とし、現在は東面して

建っている。以下、各部の構造形式を説明すると、

基礎 IJ善所城からの移築のため花開岩切石の柱礎石、

は不明である。現荘は敷石、葛正[

のf也はタタヨ?としている。

事車部 本柱 3本、控柱 2本、そして冠木、敷桁、梁、

i1iF桁等よりなるが、このうち本柱と;志木は約 1分厚の

fH~板を古村を集めた真材に吸い付け桟で引き付けると

いう構法を用いている。この構法は膳所城遺構では普

通に見られるものであるな‘全国的にはめずらしい工法

である。そのf也の音r)1司令は主.に材料寸が{吏用されている。

軒廻り 垂木は-jIFF疎垂木で反り増し付。茅負は間決

りはっけなし、。哀111は判:が:;{iJ裏111とし安:は1;7]:喪中であ

る。 JJiヂ1:の北のliJ!Z}主¥1、反は当初のものである。

審飾り 小規1"見な妻のため、実IJ'Jオミ、大斗を組んだ妻

党天王と呼ばれていた)が同社の前身で、築城にあた 東で化粧棟木を受ける。恒 とする。



正商 全 景

盤根 大+~!の修:EÆ前は喪f、iT で‘あったが、他の遺構を参

考に輪j主将1に1.'iH1Iiした。鬼:FLは明治21年の銘のあるも

のが使用されていたが、時 1)1:~itニ当初と思われる鬼瓦

が残っており、それにならい作成した。軒丸瓦及び軒

平瓦は当初jと忠われるものが少数残っていた。また瓦

の寸法などから、 fむの建物のものと思われるものがあ

った。残りの多数は後}止のrrliJ乏の瓦である。鬼瓦、 Ilfl~

蒜瓦、[!FF)L瓦は本多氏のj/葵紋を飾る。

枝問装置 大!手・ノト!手(共に総1~~H) を /H~z物で吊る。

!手は1:，'2:iik i1i ~長 1) で、他のどの i立構よりも強間な楠j立に

なっている。

金具 昨に八双金14やJ1H金具を取り付け、柱及び冠木

の11品部分はすべて間金物を鋲打ちとする。 1寸栴J土全て

ili9(である。

霊童 !JtfJ戸上は横iI~，( 1長。妻1:夜、天井こは添喰:ートーとするが、

現存する!日刊i-JJ&j立1'WiではJ1住ーである。

明治 3年の移築

表門の関所城からの移築は、明治則という以外のこ

とは不明であったが今回の解体調査中、明治 3年 8月

に移築が完了したことを示す棟札が械木下端に打ち付

けられているのが発見され、明治 3年 4月の!問所城棄

却直後に移されていたことが判明した(同じく:主文で

北大手門を移した篠津村咋1:は明治 5年である。南大手

[IEJを移した鞭11時十[1時士表門は1、刺、しはあるが年代は不明で
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ある)。

明暦元年(1655)の建立

一方、表門の膳所城における建造については修理前

までは全く資料を欠いていたため、一応版所域築城当

初である慶長年間頃と考えられていたが、冠水の解体

調査中に側板を真材に引きつける吸付け桟に

年ト二月廿五日」の銘のあるものが発見され、続いて

柱解体中には「承応1zr:1年 1-一月吉日本多下総守様誰1I此

i~il大工j の銘のある i吸い付け践が発見された(明麿元

年と承};t-[CI年は同年である)。さらに冠木の真材の現在

使用されていない古い仕口穴より「日月腎元年十一月甘

五日……」の銘のある銘札が発見された。 以上の諸発

見及びそれらの音1)1寸が後世:解イ本を'受けでないことより、

ま~rJ[1 が明暦元年 (1655) に建造されたことが判明した。

これ作よってこの門の建築様式が桃山時代のものでは

なく江戸時1-1;';r-1こlHJ]のおt門のものということになったわ

けで、城主fiJ建築史上貴重な発見というのにとどまらず、

同じ!日所城から移築した門で重要文化財に指定されて

いながら年代が不明な篠津神社表門や鞭111奇神社表門の

建造年代についても一行を投じた形となった。

なお、冠木真村から発見された銘1、しは大変重要な内

容を含んでおり棟札と変わらない12重なものである。

すなわち(1)江戸時代中頃になると作事(建築工事)と普

請(木T二仁司王)の区別はしだいになくなってくる!時期で



自線が古い仕口穴である柱真材(鮎板を取りはずした状況)

あるが、明確に表門の建造を作事ーと 11乎んでいる。 (2)誰11 再使用されていた。この貼板工法は真材が見え掠れに

大工宮木茂助一御大工(おだいく)とは議町時代から見 なるため、移築・転用が何震か行なわれる城郭建築に

られる社寺の大工職と異なり幕府に仕える'f=r~哉的性格 は最適な工法ということができるかも知れない。

をもっていた大工と言われ、桃山時代や江戸時代にお 表門の真材の 8割以上は古材で、あり、大半は IEI{土口

いても、 i司様に武将や諸藩に仕えた官僚的性格の強い 穴等が認められるという程度のものであったが、 2-

大工であった。宮木茂助はそうした膳所城建築工事-全 3の部材は域内特有の大形のJJす金物穴や貰仕口等が認

あったのではないだろうか。 (3)大工の められる他ある程度の復原寸法まで知ることのできる

かず八人。銘札の裏面には左と市部左衛門と大工のか ものもあった。またそれらの内、以前の使用が一度だ

ず八人なりと書かれていて、表門に八人の大工が出仕 けで、はなく、明らかに 2度転用が認められるものもあ

したことが知られる。また左と市郎左衛門は実際の施 り膳所城の歴史を考える上で貴重な資料になると思わ

あったのであろうか。この種の城内で大 れる。すなわち建築としての耐用年践を考えれば‘慶長

工の数を書いであるもので兵庫県の姫路城リの門(表 6年から明暦元年までの54年間に、 2度の転用は無理

門と間程度の高瀧門)の「慶長1mねん大工五人J が著 があり時所城の前身とも苦うべき大津城の遺材である

名であり、同時に城門の大工工数を知る上でも貴重な 可能性が非常に強いと考えられるのである。

資料となるであろう。 桝形の門

発見古材について 一般に城郭の入口は桝形あるいは見付けと呼ば'tlる

前述の通り柱及び冠木の真材には城郭建築の古村が エ11:両方形又は主[~7おで四国に石塁をめぐらした部分で、

(表)
明治 3年移築の棟札 明暦元年建立の銘札
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正直jには第一の門として冠木門(備門ーコウ

モンとも言う)を置き、直進又は左・右折し

て第 2の門の櫓門等に至る一郭で城郭の縄張

の重要な点であった。表門は冠木蛾羽部分下

端及び両端本柱{期間に板Wt.や十日等の!日仕口が

残っており、明!替元年当初は桝形の門として

;建築されたことが推察される。また控柱真と

本柱真のずれは右の 6すに対し左は約 21去の

1尺 1す 5分と大きく開き、他方脇戸が左に

付く点からも考えて、表門は桝形の門でも正

問より入って左へ折れる桝形の門であった可

能性が強いと忠われる。桝形の冠木門の控柱

で折れ曲がる方が大きく i羽〈例は他には丸亀

城大手ーの門(重要文化財・香川県)がある。

奇襲門の!日域内性量

表門は地元の伝承によれば、「二ノ丸から本

丸への城門J と伝えられているが、これに該

当する門は数棟あり、具体的にどこの内かは

わからない。また今回発見の明治 3年の棟札

にも「…接IJ本丸大手門壱ヶ所…J とあるだけ

でやはり不明である。そこで、表門の建築的

特徴を整理すると次のようになる。

(1)表門は明暦元年に11::折する桝形の冠木門

して建てられた。

(3)天井・ りとするなど小規模

ながら上等な仕上げになっている。

J;j、tの諸点を寛文 2年の踏所城絵図(県庁

蔵)にl!荒らして考えると明暦当初には帝曲輸

に建てられ、寛文 2年近江国を襲った大地震

によって城全体が大きな被害を受け帯i出輸が

廃止されたことにより新しく出来た二ノメしの

正聞に移された門の可能性が最も強いと思わ

れる。二ノ丸は本丸と廊下橋で結ばれており

伝法にも合致する。

おわりに

以上、重要文化財・膳所神社表IllJの解体修明

結果の概要を述べたが、小建築で、ありながら

内容豊かな明腎元年の銘札や大i~lt城のものら

しき古村が発見された。この{修理!によって、

より文化財としての価値が高くなづたものと

思われる。(大上直行in
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暗号酪詳細図

現存旧膳所城遺構…覧表

現所有者 所在地 !日域内位翠

1WI人 所有
大阪府泉大津市 勢多口総門

(細川家)

{iJ(A森人本i¥家fr干) 大~Eln!J往ilJJ投浜 向上番所

。。鞭篠 111/奇u神神 社社 l't'i ~~tl市矢儲 南大手城門

大津市中ノ庄 北大子城門

。若宮八JIJ長官 大津市別保
オ，:j.しj七定;域内
(イ云承)

(QJ!J汚所存111J
大津市膳所

一ノ 1しよりオζ1し
(表II'J) への域内(伝本)

11 
((北南門門)) " 不詳

11 

" 不詳

1it'il宣言神社 大~~ltJこ!J鳥居 )11 本丸黒門(伝承)

新日神社 ~N( l'li: rli聖子路 ノ丸北手水門
(伝永)

;5= i~I!J毛神社 大津市出分!lfI 不詳

芭 車 会館 大津市秋葉台
本丸東正岡の二
A栴

六体地蔵堂 大jW:T!l"111棋 不詳

。r:P(土示嬰文化財、 CXIl(土大津市指定文化財
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